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４．成果移転活動報告および今後の予定 

（１）成果移転、企業化に向けた活動手法と活動状況 

①特許化の推進と市場ニーズの研究現場へのフィードバック 

 実用性の高い研究成果を得るために、研究開発の進捗に応じて、各研究分野のワーキンググル

ープリーダや共同研究推進委員会等を通じて研究成果に係る情報把握に努め、その研究成果が有

用な技術と判断したものについては、積極的に特許化を図り、地域産業が理解できる試作開発を

推進した。また、常に実現可能性のある研究、実用化可能で企業ニーズに近い成果を目指して、

市場ニーズの研究現場へのフィードバックに努めた。特に地域産業ニーズ、参加企業ニーズに注

目し、ニーズを背景にした共同連携型の研究に重点をおいた。（図Ⅲ-４-１参照） 

 

 

 
 

図Ⅲ-４-１ 研究成果の成果育成と市場ニーズのフィードバック 
 

 ②研究成果の技術移転と橋渡しの促進 

当該事業で得られた研究成果については、中核機関のプロジェクト研究推進室に事業総括スタ

ッフによる技術移転促進機能を設け、中核機関に配置した科学技術コーディネータや福井県知的

所有権センターの特許流通アドバイザーと新技術エージェントが連携し、地域企業への技術移転

に努めてきた。 

具体的な活動としては、（図Ⅲ-４-２「研究成果の技術移転と橋渡しの進め方－１」参照） 

①中間成果の移転先企業発掘のため技術移転ＭＡＰづくりを工業技術センターの協力を得て行

い、有望企業の発掘と絞り込みを行った。②事業総括スタッフと工業技術センターの専門研究者

等で技術移転戦術会議を定期的に持ち、橋渡しのための企画を練った。③研究成果を企業が理解

して受け取り易い「技術移転展開小冊子（開発した技術、装置、データ、特許出願状況などの研

究成果集）」を作成し、展開を図った。④国、県の地域産業振興事業との 

   連携により、企業の技術開発意欲の引き出しと巻き込みを進めた。近畿経済産業局産業クラスタ

ー計画ものづくりクラスター協議会の分野設定型研究会微細加工装置（レーザ加工）分野等や県

の産力戦略本部の最先端技術のメッカづくり計画レーザ高度利用技術研究会等に参加を促し、積

極的に国、県の省庁連携事業の制度活用を進めた。 
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図Ⅲ-４ –２  研究成果の技術移転、橋渡しの進め方－１ 

 

 

 
図Ⅲ-４-３ 研究成果の技術移転、橋渡しの進め方－２ 
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本研究プロジェクトの有効な研究成果をどれだけ多く、これらのラインに乗せて地域企業に伝

えていくかをポイントに活動した。 
また研究開発型企業や大手有力企業と研究者は接触の機会も多く、本研究に参加した研究機関

の研究者からは多くの有用なニーズ、問い合わせがある。この接触を大事にしてニーズの把握や

試作開発の企画、成果展開に活用した。このことによって図に示すように、研究の現場と企業の

ニーズ、参加企業、プロジェクト研究推進室、新技術エージェントが繋がりを持った活動が出来

た。（図Ⅲ-４-３「研究成果の技術移転と橋渡しの進め方－２」参照） 

更に、研究成果の有効性を具現化するため、県工業技術センターの技術開発支援と中核機関の

事業化支援機能を活用して、技術移転諸事業への橋渡しに努めた。また、地域結集専用ホームペ

ージへの掲載をはじめとする広報・ＰＲを行うとともに、研究成果発表会、公開セミナーの開催

や地域企業への技術移転を促進してきた。 

                                   

③スキルバンクの整備、利用 

スキルバンク機能については、「シーズ・ニーズマッチング、研究から事業化まで」を狙いに

して、知的所有権センターの特許流通アドバイザー（山下知他１名）、発明協会県支部の弁理士

（戸川公二他３名）をはじめ、中核機関「（財）ふくい産業支援センター」の技術士（青木司他

１５名）、新事業コーディネータ（津田均他４名）、科学技術コーディネータ（竹内昭雄他１名）、

技術アドバイザ（飯塚健治他１８名）、事業可能性評価委員（古東永嗣他７名）、そして技術開発

支援、ものづくり試作開発支援機能をもつ工業技術センターから技術相談指導員（所長他７１名） 

   等で構成し、各段階に応じたコンサルタントとして利活用する。 

特に知的所有権センターの特許流通・検索アドバイザー、工業技術センターの指導員とは、（図

Ⅲ-４-２「研究成果の技術移転と橋渡しの進め方－１」）に示すように、プロジェクト研究推進

室と共に身近な存在として、特許化の推進（研究の有効性、安定性の確保のための先行特許の検

索・調査やより強い特許の出願）や研究成果の移転展開のための技術・特許戦略策定（工業技術

センターの技術指導、相談実績と特許流通支援チャートを活用技術移転ＭＡＰの作成、企業の発

掘への利用）に協力を得た。活動の成果としては、国内特許出願：４５件（手続き中を含む）、

外国出願：５件、技術マップ（成果の地域産業への展開用）１、技術移転マップ２等 

 

（２）成果移転、企業化に向けた研究成果の活用状況 

研究成果を移転展開する役割の新技術エージェントとして、中間成果の段階から７メインテー

マの中に派生的に含まれるものも、成果として積極的に移転の対象とした。移転展開の可能な成

果については、民間企業対象にまとめた研究成果集「（技術移転展開に向けて新技術エージェン

トが企画、平成１７年１２月）」に記載のとおりである。様式７、様式１０および研究成果集（別

冊）参照 

 

①高出力・超短パルス Yｂ：ＹＡＧレーザ関連 

（１）Yb：YAG マイクロチッブ、ヒートシンク 

（株）ＫＳＴワールド、（株）オキサイドで製品化 

地域新生コンソーシアム研究開発事業「ヒートシンク一体型Ｙｂ：ＹＡＧマイクロチップ

デバイスの開発」（平成１６年度）にマイクロチップ結晶とヒートシンク技術を橋渡し 

・固体レーザの発振器の主要部品である「ヒートシンク一体型マイクロチップデバイス」を

製品化 

      プリンターメーカ、レーザマーカで小型レーザ部品として評価中(S 社、Ｅ社) 

（２）マイクロチップ用ダイボンド装置 

    プリンターメーカでレーザ光源開発用結晶のヒートシンクコンタクト 

として評価、検討中（Ｒ社） 

（３）エッジ励起マイクロチップレーザ 

  自動車メーカのＴ社研究所、機械メーカのＩ社から高出力の試作モデルの評価要望がある。 

  担当研究機関の分子科学研究所が産業支援センターの協力で、高出力製品化モデルを製作し

評価用に提供する予定。超小型高出力の可能性が注目されている。 

（４）薄型スラブＹｂ：ＹＡＧレーザ増幅器 

 ・福井大学ベンチャービジネスラボラトリーから大学発ベンチャーの育成テーマに選定され 

平成 18 年度に企業化を目指す。 

  「超短パルスレーザの高出力、高繰返しの性能がＴｉ：ＳａＦレーザ、ファイバレーザより 

  優れていることが、Ｒ研究所やレーザメーカＭ社、Ｓ社等から注目されている。増幅モジュ
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ールとしても実用できるものとの評価もある。」 

 

②紫外光発生用結晶、波長変換素子関連 

（１）ＧｄＹＣＯＢ単結晶の製品化 

 堺化学工業（株）で製品化され販売されている。 

（２）ＧｄＹＣＯＢ結晶を用いた３５５ｎｍ紫外レーザ光源 

  ネオアーク（株）から最大出力４００ｍＷとして４機種製品化されている。 

（３）上記光源を用いたレーザスポット照射装置、レーザ微細加工装置 

  ネオアーク（株）から製品化され販売されている。 

  ③多機能フォトンマシニングセンター関連 

   （１）金属光造形複合加工機 

    （株）松浦機械製作所で商品化 

 地域新規産業創造技術開発費補助事業「金属光造形と切削加工による金属光造形複合加工技

術の開発」（平成１４年度）に複合加工技術を橋渡して実用化 

・射出成形用金型製作向けの加工装置として商品化、販売している。 

（２）精密フラットパネル材料ドライエッチング加工装置 

（株）松浦機械製作所で製品化 

  地域新生コンソーシアム研究開発事業「精密フラットパネル材料ドライエッチング加工装 

置の開発」（平成１５年度）に透明電極の加工技術を橋渡して製品化 

・ピコ秒レーザによる電極薄膜の選択除去装置を製品化、企業による評価中 

・液晶パネルメーカ、タッチパネルメーカ等と実用化に向けた評価試験実施中 

（３）短パルスレーザを用いた微細加工技術、加工装置 

 （株）松浦機械製作所で製品化中 

  地域新生コンソーシアム研究開発事業「短パルスレーザ３次元加工装置の開発」（平成１７ 

年度）にパルスレーザの微細加工技術を橋渡して製品化中 

 ・アイシン精機などと製品化に向けた共同研究を継続 

④高速・高感度アブレーション分光計測技術関連 

（１）レーザ加工モニタリングシステム 

  ・S 電工エレクトロニクス・材料研究部門がレーザ加工のモニタリングに使用を検討中 

（２）レーザアブレーションによる高分子材料加工 

   セーレン株式会社で製品化中 

  地域新生コンソーシアム研究開発事業「LIPAA プロセスによる透明性電磁波シールド材 

開発」（平成１７年度）にレーザアブレーション加工技術を橋渡して製品化中 

 ・理化学研究所、アイテック等と製品化に向けた共同研究を継続 

⑤パルスレーザを用いた超鏡面精密洗浄技術と機能性薄膜関連 

（１）レーザ洗浄機能付きスパッタリング装置 

   信越化学工業株式会社、福井工業高等専門学校が共同で製品化、実用化の評価中 

   戦略的地域産学官共同研究促進事業(福井県)「磁性膜の湿式成膜開発」（平成１５年度３ヵ

年）に、レーザ洗浄スパッタリング技術を橋渡して、実用化の検証中 

  ・信越化学工業とシリコンウエーハのハードディスク基板で評価試験を継続 

  ・乾式メッキ企業の加工試験中 

（２）超短パルスレーザ援用ナノ加工システム（表面ナノ加工） 

  ・自動車メーカ、機械メーカ（Ｈ社、Ｉ社等）から部品材料の表面改質に応用を検討したい 

   、サンプル加工等の要求あり、参加担当企業の（株）アイテック等は対応を考えている。 

   産学官連携対応研究事業（福井県）「表面ナノ加工試作機の改良、実用化試験」（平成１８

年度～）、参加機関：（株）アイテック、（株）松浦機械製作所、福井県工業技術センター 

  で開発を進める。 

⑥パルスレーザを用いた長寿命ＨＩＤランプの開発関連 

（１）レーザアブレーション薄膜加工実験装置 

   眼鏡メーカ（Ｍ社）が当装置を光学材料の表面改質装置とて活用した新しいオプチカル製

品の開発に着手している。 

  ⑦レーザ誘起光化学反応を用いた選択薄膜成長技術関連 

   （１）レーザ誘起光ＭＯＣＶＤ装置 

      化学メーカの日華化学（株）等が新光触媒材料の製品化を進める見込み。 

      地域新生コンソーシアム研究開発事業「レーザ誘起光ＭＯＣＶＤ法による新光触媒材料と 
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      応用製品の開発（予定テーマ名）」（平成１７、１８年度に準備、企画）に低温薄膜成長技

術を橋渡し、実用化を目指す。 

     ・新光触媒材料ＩｎＮＯx 等の応用展開として、ＴｉＯ2 では分解が困難な分野の製品開発

を企画している。 

 

   また、製品化、事業化に向けて、具体的に研究成果の実用化を促進するため、事業総括の指揮の

下に、「知的クラスターから産業クラスターへ」という文部科学省と経済産業省の省庁連携による

支援制度（地域新生コンソーシアム研究開発事業等）に、研究成果を橋渡し、実用化を図った。 

               （図Ⅲ-４-４ 技術開発施策の連携（福井県における実績）参照） 

        

 

 

 
 
 

図Ⅲ-４-４ 技術開発施策の連携（福井県における実績） 
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[様式７] 

成果移転、企業化へ向けた研究成果の活用状況（見込み） 

 

サブテーマ名：高輝度Yb:YAG固体レーザ技術に関する研究 

小テーマ名：超短パルスYb:YAGレーザの開発 

サブテーマリーダー 分子科学研究所 助教授 平等拓範 

 研究従事者 分子科学研究所：助教授平等拓範、斎川次郎 

      （独）産業技術総合研究所：リーダ 鳥塚健二、研究員 植村禎夫、研究員 小林洋平

福井大学：助教授 川戸栄、教授 北嶋巌 

ふくい産業支援センター：研究員 常包正樹、研究員 Traian Dascalu 

特許：「発明の名称」「出願番号・出願日」 

 １．「光学素子」「特願2002-25040・平成１４年２月１日」 
 ２．「レーザー装置」「特願2002-313598・平成１４年１０月２９日・」 

 ３.「レーザー装置」「特願2003-154092・平成１５年５月３０日」 
 ４．「固体レーザー装置」「特願2003-375057・平成１５年１１月５日」 
 ５．「レーザー装置」「特願2004-087361・平成１６年３月２４日」 
 ６．「固体レーザー装置の光ガイドの光入射窓」「特願2004-087362・平成１６年３月２４日」 
 ７．「レーザー装置」「特願2004-087363・平成１６年３月２４日」 
 ８．「レーザー結晶ダイボンド装置」「特願2004-221243・平成１６年７月２９日」 
 ９．「固体レーザー装置」「特願2005-327292・平成１７年１１月１１日」 
１０．「寄生発振を防止したレーザー装置」「出願手続中」 

１１．「レーザー装置の励起光集光レンズ」「出願手続中」 

１２．「非線形光学素子を備えたレーザー装置」「出願手続中」 

１３．「AR面冷却レーザー装置」「出願手続中」 

１４．「超短パルスレーザー装置」「出願手続中」 

１５．「光学素子」「PCT/JP02/08114・平成１４年８月８日」 
１６．「レーザー装置」「PCT/JP2005/005176・平成１７年３月２３日」 
１７．「固体レーザー装置の光ガイドの光入射窓」「PCT/JP2005/005177・平成１７年３月２３日」 
１８．「固体レーザ装置」「PCT/JP2005/005178・平成１７年３月２３日」 
１９．「レーザー結晶用ダイボンド装置」「PCT/JP2005/011303・平成１７年６月２１日」 

①技術移転諸事業への橋渡し実績（又は見込み） 

ヒートシンクにマイクロチップを接合した「ヒートシンク一体型Yb:YAGマイクロチップデバイス」

が、平成１６年度の経済産業省の地域発コンソーシアム事業に採択され、ケイ・エス・ティ・ワール

ドとオキサイドにて当該デバイスの事業化に向けた技術成果の橋渡しを進行中。［様式１０参照］ 

（プリンターメーカ、レーザマーカメーカで小型レーザ部品として評価中） 

②①以外の実用化（製品化）へ向けたとりくみ（又は見込み） 

・開発したマイクロチップ用ダイボンド装置について、プリンターメーカがレーザ光源開発用結晶の

ヒートシンクコンタクトとして評価、検討中。また、ドイツマックスプランク研究所から問合せあ

り。 

・開発したエッジ励起マイクロチップレーザについて、自動車メーカのＴ社研究所、機械メーカのＩ

社から高出力の試作モデルの評価要望がある。担当研究機関の分子科学研究所が産業支援センター

の協力で、高出力製品化モデルを製作し評価用に提供する予定。超小型高出力の可能性が注目され

ている。 

③企業化への展開事例 

④地域産業への貢献(見込み) 

  福井県内のケイ・エス・ティ・ワールドにおいて「ヒートシンク一体型Yb:YAGマイクロチップデバ

イス」の開発、事業化に向け進行中。Yb:YAGマイクロチップレーザ開発は本事業の根幹であり、地域

産業への幅広い貢献が期待できる。 
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[様式７] 

成果移転、企業化へ向けた研究成果の活用状況（見込み） 

 

サブテーマ名：高輝度Yb:YAG固体レーザ技術に関する研究 

小テーマ名： 「高出力超短パルスレーザ増幅器の開発」 

サブテーマリーダー 分子科学研究所 助教授 平等拓範 

研究従事者 福井大学：助教授 川戸栄 

ふくい産業支援センター：研究員 末田敬一、研究員 Yang Hongru 

前田工繊：社員 曹健 

特許：「発明の名称」「出願番号・出願日」 

１．「端面励起微細ロッド型レーザー利得モジュール」「特願200360738・平成15年3月7日」 

２．「固体レーザー装置」「特願200385604・平成15年3月26日」 

３．「固体レーザー装置」「出願手続き中」 

４．「レーザー装置（熱レンズ効果補償レーザ装置）」「出願手続き中」 
５．「レーザー装置（薄型スラブレーザにおける寄生発振抑制装置）」「出願手続き中」 
６．「薄型スラブレーザの熱歪み補償装置」「出願手続き中」 
７．「レーザー共振器内の光学情報の計測装置」「出願手続き中」 
８．「レーザー装置」「出願手続き中」 

 

①技術移転諸事業への橋渡し実績（又は見込み） 

 

   

②①以外の実用化（製品化）へ向けたとりくみ（又は見込み） 

 

 開発した薄型スラブYb:YAGレーザ増幅器について、 

・福井大学ベンチャービジネスラボラトリーから、大学発ベンチャーの育成テーマに選定され、平

成１８年度に企業化を目指す。  

・超短パルスレーザの高出力、高繰返しの性能がＴｉ：Ｓａｐレーザ、ファイバレーザより優れて

いることが、Ｒ研究所やレーザメーカＭ社、Ｓ社等から注目されている。増幅モジュールとして

も実用できるものとの評価もある。 

③企業化への展開事例 

 

  

④地域産業への貢献(見込み) 

 

開発したレーザ増幅モジュールの評価が得られれば、ベンチャー企業の創出や新規創業への貢献が

期待できる。 
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 [様式７] 

成果移転、企業化へ向けた研究成果の活用状況（見込み） 

 

サブテーマ名：高輝度Yb:YAG固体レーザ技術に関する研究 

  小テーマ名：高出力紫外光発生用希土類カルシウムオキシボレート非線形結晶の開発 

サブテーマリーダー（所属、役職、氏名）分子科学研究所 助教授 平等拓範 

 研究従事者（所属、役職、氏名） 

 大阪大学 大学院工学研究科：教授 佐々木孝友、助教授 森勇介、助手 吉村政志 

 分子科学研究所：助教授 平等拓範  

 福井大学：助教授 川戸栄、教授 北嶋巌 

 高嶋技研㈱：社員 西垣内章治 

フクビ化学工業㈱：理事 坂井紀夫 

福井県工業技術センター：総括研究員 松浦次雄、主任研究員 松山治幸、主任研究員 上山明彦

(財)ふくい産業支援センター：研究員 石月秀貴 

  

特許：「発明の名称」「出願番号・出願日」 

1.「非線形光学結晶とその製造方法」「特願2001-19173・平成１３年１月２６日」 

2.「波長変換方法と温度安定型波長変換素子」「特願2002-16193・平成１４年１月２４日」 

3.「希土類・カルシウム・オキシボレート系結晶とその製造方法」「特願2004-093899・平成１６年３月２６日」

4.「UVレーザ発生装置」「特願2005-289932・平成１７年１０月３日」 

①技術移転諸事業への橋渡し実績（又は見込み） 

  

②①以外の実用化（製品化）へ向けたとりくみ（又は見込み） 

・ GdYCOB単結晶の製品化（堺化学工業（株）） 

・ GdYCOB結晶を用いた355nm紫外レーザー光源（ネオアーク（株）） 

・ 紫外レーザースポット照射装置、レーザー微細加工装置（ネオアーク（株）） 

 上記のものを製品化し、さらにポータブルなペン型紫外レーザーの試作にも成功し、製品化に向け

ての目処が立っている。レーザー光源及びそれを組み込んだレーザーシステムに展開が期待できる。

 

③企業化への展開事例 

  

   

④地域産業への貢献(見込み) 

 

 この技術が普及すれば、近畿圏の機械、光学機器などのレーザ応用製品の開発に貢献できる。  

・ＧｄＹＣＯＢ単結晶が堺化学工業（株）で製品化され、販売された。（10 個、200 万円） 

・ＧｄＹＣＯＢ結晶を用いた３５５ｎｍ紫外レーザ光源がネオアーク（株）で４機種製品化された。

（最大出力４００ｍＷ） 

・上記光源を用いたレーザスポット照射装置、レーザ微細加工装置がネオアーク（株）から製品化さ

れ販売された。（３台、6,400 万円） 
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 [様式７] 

成果移転、企業化へ向けた研究成果の活用状況（見込み） 

 

サブテーマ名：高輝度光ビーム加工技術に関する研究 

小テーマ名 ： Yb:YAGレーザによるフォトンマシニングセンタの開発 

サブテーマリーダー： ㈱松浦機械製作所 シニアチーフ 冨田誠一 

研究従事者： ㈱松浦機械製作所：開発研究部シニアチーフ 冨田誠一、開発研究部 田中隆三、  

開発研究部 市村誠、開発研究部課長 高岡勉 

福井大学：教授 岩井善郎、教授 竹下晋正 

大阪大学：教授 小阪田宏造、助教授 塩見誠規 

松下電工㈱：副参事 吉田徳雄、主任 安部諭、主任 東喜万、主任 峠山裕彦 

福井県工業技術センター：主任研究員 宮下正美、主任研究員 後藤基浩 

 

特許：「発明の名称」「出願番号・出願日」 

１．「透明導電薄膜のドライエッチング方法」「特願2002-292000・平成１４年１０月４日」 

２．「超短パルスレーザによる微細加工方法およびその装置」「出願手続中」 

３．「超短パルスレーザによるスクライブ溝形成方法」「出願手続中」 

 

①技術移転諸事業への橋渡し実績（又は見込み） 

・金属光造形複合加工機  

地域新規産業創造技術開発費補助事業「金属光造形と切削加工による金属光造形複合加工技術の 
開発」において金型製作向けの加工装置として商品化に取り組んだ。〔様式 10 参照〕 

・精密フラットパネル材料ドライエッチング加工装置 
   地域新生コンソーシアム研究開発事業「精密フラットパネル材料ドライエッチング加工装置の

開発」において、短波長化・ビーム整形技術の確立を行い装置開発に取り組んだ。〔様式 10 参照〕

・短パルスレーザを用いた微細加工技術 

     地域新生コンソーシアム研究開発事業「短パルスレーザ精密３次元加工装置の開発」により、

レーザの安定化と制御技術を確立し精密で微細な金属加工装置の開発を実施中。〔様式10参照〕

   

②①以外の実用化（製品化）へ向けたとりくみ（又は見込み） 

・ 精密フラットパネル材料ドライエッチング加工装置 

   液晶パネルメーカやタッチパネルメーカなどと実用化に向けた各種評価試験を実施している。

③企業化への展開事例 

 

 

 

 

 

④地域産業への貢献(見込み) 

・ 既に商品化されている金属光造形複合加工機では、加工機製作において地域の部品業者や加工業

者への発注を行っている。 

・ また金属光造形複合加工法は地域発の新しい技術として産・官・学を中心とした応用研究を進め

ることで、地域の新規事業創生に繋がる。 

・ 各種多機能フォトンマシニングセンタが商品化され販売実績を上げることにより、地域の業者の

業績向上に繋がり多くの雇用の確保ができる。 
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[様式７] 

成果移転、企業化へ向けた研究成果の活用状況（見込み） 

 

サブテーマ名：高輝度光ビーム加工技術に関する研究 

小テーマ名： レーザ三次元造形技術の開発 

サブテーマリーダー：㈱松浦機械製作所、シニアチーフ、冨田誠一 

 研究従事者：大阪大学：教授 小坂田宏造、助教授 塩見誠規 

       ㈱松浦機械製作所：開発研究部シニアチーフ 冨田誠一、開発研究部 田中隆三、 

          開発研究部 市村誠、開発研究部課長 高岡勉 

特許：「発明の名称」「出願番号・出願日」 

 

  

①技術移転諸事業への橋渡し実績（又は見込み） 

 

 

  

②①以外の実用化（製品化）へ向けたとりくみ（又は見込み） 

 

 複雑な形状が作製でき，長い型寿命が期待できる鉄系金属粉末を用いた金属光造形と，金

型の寸法精度および面粗度を向上するための高速切削加工を組み合わせた金型複合加工機

を開発するために，レーザ三次元造形において鉄系金属粉末を溶融，固化して高密度なモデ

ルを効率良く造形する方法，および造形中に生じるモデルの変形を低減する方法について研

究を行い，複合加工機の開発に応用した． 

 

 

③企業化への展開事例 

 

  

④地域産業への貢献(見込み) 

 

 松浦機械製作所が製造販売する金属光造形複合加工機は，レーザを用いた金属三次元造形

技術と高速切削加工技術を組み合わせた金型加工機である．本加工装置において高い寸法精

度を有する金型を製造するためには，レーザによる金属三次元造形において製品の熱変形対

策が必要である．そこで，本研究で得られた造形中のモデル変形，造形されたモデル内に存

在する残留応力の分布などの成果を移転することにより金属光造形複合加工機の加工精度

の向上および機能向上に貢献すると見込まれる． 
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[様式７] 

成果移転、企業化へ向けた研究成果の活用状況（見込み） 

 

サブテーマ名： 高輝度光ビーム加工技術に関する研究 

  小テーマ名：高感度・高速アブレーション分光計測技術の開発 

 

サブテーマリーダー ㈱松浦機械製作所 シニアチーフ 冨田誠一 

 研究従事者 福井大学：教授 香川喜一郎、教授 上田正紘、教授 山本富士夫、助教授 本田

知己、助教授 仁木秀明 

       理化学研究所：主任研究員 緑川克美 

       セーレン㈱：部長 高木進、近藤俊弘、櫻井理博、牧田博行、中村利岳 

サンルックス㈱：代表取締役社長 加藤住雄、社員 宮下昭治 

福井県工業技術センター：部長 高岡清彦、総括研究員 宮崎孝司、総括研究員 

松尾光恭、主任研究員 宮下正美、主任研究員 強力真一

研究員 松井多志、研究員 青柳裕治、技師 芦原彰彦 

 

特許：「発明の名称」「出願番号・出願日」 

「レーザ加工モニタリングシステム」「特願2004-046900・平成１６年２月２３日」 

 

①技術移転諸事業への橋渡し実績（又は見込み） 

   
   

②①以外の実用化（製品化）へ向けたとりくみ（又は見込み） 

 

   住友電気工業株式会社（住友電工）エレクトロニクス・材料研究所、金属無機材料技術研究部が

本研究に関心を示し、社内でのレーザ加工のモニタリングに使用することを検討中である。 

③企業化への展開事例 

 

  

④地域産業への貢献(見込み) 

 現在、ふくい産業支援センターにおいて、レーザによるITO薄膜加工等を行っており、そのための

リアルタイムモニタリング技術として利用できる可能性の確認ができており、福井県の機械金属加工

業界の非接触加工のモニタリング技術へ利用が図られる。 
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[様式７] 

成果移転、企業化へ向けた研究成果の活用状況（見込み） 

 

サブテーマ名：高輝度光ビーム加工技術に関する研究 

小テーマ名： フェムト秒レーザによる高分子材料(繊維素材等)への表面加工技術に関する研究 

サブテーマリーダー ㈱松浦機械製作所 シニアチーフ     冨田 誠一 

    研究従事者 セーレン株式会社：開発研究第二部部長 高木進、櫻井 理博        

特許：「発明の名称」「出願番号・出願日」 

 

 

①技術移転諸事業への橋渡し実績（又は見込み） 

地域新生コンソーシアム研究開発事業「LIPAAプロセスによる透光性電磁波シールド材の開発」（H17

採択）において、レーザアブレーション応用技術として、高分子材料をレーザ加工する際、被加工物

に直接レーザを照射するのではなく、金属材料にレーザを照射し、発生するプラズマにて被加工物の

表面加工を行う新しい加工技術（LIPAAプロセス）の確立を図る。〔様式１０参照〕 

 

②①以外の実用化（製品化）へ向けたとりくみ（又は見込み） 

 

  

③企業化への展開事例 

 

  

④地域産業への貢献(見込み） 

福井県の主要産業として繊維産業があり、衣料だけでなく自動車内装材、ハウジング資材、エレクト

ロニクス分野等さまざまな分野で使用されている。特にこれら産業用繊維素材の世界消費量は、95年
9321千㌧から、05年予測13688千㌧と今後も増加傾向にある。(：C.Byrne;Techtextile 97 Symposi
um(1997)参照)その中でも不織布や複合材料の伸びは大きく、複合材料における世界消費量は1492千
㌧から05年予測2581千㌧と、今後も大きな需要が見込まれている。 
その中で産業用繊維素材における加工技術についても、色彩や意匠性だけでなく、様々な機能性が求

められており、より高度な繊維表面加工技術の開発が必要である。 
本研究において、新たに複合材料である繊維積層体に対してフェムト秒レーザによる微細加工の可能

性を見出したことで、本県の新たな繊維加工手法ならびに新たな機能性素材を生産するきっかけを作

ることができた。 
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[様式７] 

成果移転、企業化へ向けた研究成果の活用状況（見込み） 

 

サブテーマ名：高輝度光ビーム加工技術に関する研究 

  小テーマ名：短パルスレーザを用いた微細加工の研究 

サブテーマリーダー ㈱松浦機械製作所、シニアチーフ、冨田誠一 

   研究従事者  福井県工業技術センター：総括研究員 松尾光恭、研究員 松井多志、 

技師 芦原将彰 

特許：「発明の名称」「出願番号・出願日」 

 

 

①技術移転諸事業への橋渡し実績（又は見込み） 

 

福井県単独事業 

産学官連携対応研究事業「レーザ微細加工を施した生分解性プラスチックによる海藻付着基質の開

発」（平成16年度採択）への橋渡しを行った。 
 生分解性プラスチックを用いた環境に配慮した新しい海藻付着基質の開発を目的に、レーザ加

工によって基質表面に規則正しい微細な凹凸を作製し、くぼみの密度、径、深さなどの表面形状要素

と海藻付着性能を比較・評価を行った。詳細は様式１０参照のこと。 

 

②①以外の実用化（製品化）へ向けたとりくみ（又は見込み） 

 

 

 

 

③企業化への展開事例 

 

 

   

④地域産業への貢献(見込み) 

 

 既に県内メッキ業界からレーザ微細加工技術に関する要望が多数来ており、従来培われてきた県内

のメッキ技術がレーザ微細加工により、より付加価値の高いメッキ・装飾技術へとブレークスルーす

ることができると期待できる。また、本研究により透明体内部加工に関する独自の技術開発を行って

おり、オンリーワン企業の育成に貢献している。 
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[様式７] 

成果移転、企業化へ向けた研究成果の活用状況（見込み） 

 

サブテーマ名：高輝度光ビーム加工技術に関する研究 

  小テーマ名：UVレーザ光による微細加工技術の開発 

サブテーマリーダー ㈱松浦機械製作所 シニアチーフ 冨田誠一 

 研究従事者 福井県工業技術センター：総括研究員 宮﨑孝司、研究員 青柳裕治 

                 

特許：「発明の名称」「出願番号・出願日」 

「光ファイバ及びそれを備えた布帛並びにその加工方法及び装置」「特願2004-220167・平成１６年

７月２７日」 

  

①技術移転諸事業への橋渡し実績（又は見込み） 

 

 福井県単独事業 

 産学官連携対応研究事業「光ファイバー繊維の光装飾技術の開発」（平成16年度採択） 

   紫外線レーザをプラスチック光ファイバー(POF)に対して照射することで，POFクラッド層の

みを加工する技術を確立し、光ファイバー織物へ直接模様・デザインを施し、光による装飾効

果が現れる技術開発を行った。〔様式１０参照〕 

  

②①以外の実用化（製品化）へ向けたとりくみ（又は見込み） 

 

 

  

③企業化への展開事例 

 

  

④地域産業への貢献(見込み） 

    紫外線レーザ光を利用した微細加工技術と加工条件を加工データベース化することにより，高

分子材料，無機材（セラミックス、ガラス），金属箔への微細加工への適用がスムーズに行われ

ることが期待でき，高集積型多層プリント基板の穴加工以外にもマーキング，エッチングなど多

方面応用が考えられる。 
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[様式７] 

成果移転、企業化へ向けた研究成果の活用状況（見込み） 

 

サブテーマ名：高輝度光ビームによる薄膜形成技術に関する研究 

  小テーマ名：高出力パルスレーザを用いた超鏡面精密洗浄技術の開発と機能性薄膜の創出 

サブテーマリーダー 福井工業高等専門学校 教授 太田泰雄 

研究従事者：福井工業高等専門学校：教授 太田泰雄、助教授 北浦守、助教授 山本幸男、 

助手 米田知晃 

東京工業大学：教授 中川茂樹 

信越化学工業（株）：開発室長 大橋健、津森利宏 

福井県工業技術センター：部長 高岡清彦、総括研究員 宮崎孝司、主任研究員 上

山明彦、主任研究員 佐治栄治、研究員 真柄宏之、研究

員 青柳裕治、研究員 野村光司、技師 小林真 

 

特許：「発明の名称」「出願番号・出願日」 

（1） 「薄膜形成装置」(特願 2005-49715) 平成 17 年 2 月 24 日 

（2） 「シリコン基材の微細加工方法」(特願 2005-50147) 平成 17 年 2 月 25 日 

①技術移転諸事業への橋渡し実績（又は見込み） 

 平成15年度福井県戦略的地域産学官共同研究促進事業 
 テーマ名「磁性膜の湿式成膜開発」 
 機関名「信越化学工業株式会社 磁性材料研究所」 
 共同研究グループ機関名「福井工業高等専門学校」  
            「福井県工業技術センター」 
 内容 今回の研究成果を活かして、ハードディスクの垂直磁気記録媒体として清浄な均質かつ均一

な軟磁性膜の成膜を目的として、産官学共同で研究を行う。〔様式１０参照〕 

②①以外の実用化（製品化）へ向けたとりくみ（又は見込み） 

  

・開発したレーザ洗浄機能付きスパッタリング装置について、信越化学工業株式会社、福井工業高等

専門学校が共同で製品化、実用化の評価中 

・信越化学工業とシリコンウエーハのハードディスク基板で評価試験を継続中 

・乾式メッキ企業に対し、加工試験を実施中 

③企業化への展開事例 

 

  

④地域産業への貢献(見込み) 

 

今回開発した、レーザ洗浄機能付きスパッタリング装置は、福井県に多い、眼鏡枠工業など金属加

工業の表面処理への貢献が期待できる。 
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[様式７] 

成果移転、企業化へ向けた研究成果の活用状況（見込み） 

 

サブテーマ名：高輝度光ビームによる薄膜形成技術に関する研究 

小テーマ名： 「高機能硬質膜のレーザ表面加工・改質技術の開発」 

サブテーマリーダー 福井工業高等専門学校：教授 太田泰雄 

 研究従事者 福井工業高等専門学校：教授 安丸尚樹 

       京都大学エネルギー理工学研究所：教授 宮崎健創 

        ㈱アイテック：主管技師 木内淳介 

       フクビ化学工業㈱：理事 坂井紀夫、秋田清、兼岩秀和、大谷幸宏、豊嶋雅子 

       福井県工業技術センター：主任研究員 佐治栄治、研究員 真柄宏之 

               

特許：「発明の名称」「出願番号・出願日」 

１．「超短パルスレーザーを用いた微細加工方法およびその加工物」 

「特願2003-368423・平成14年1月22日」   

２．「炭素薄膜構造並びに炭素薄膜の加工方法および製造方法」 

「特願2003-368423・平成15年10月29日」  

３．「摺動部材及びその製造方法」「出願手続中」  

①技術移転諸事業への橋渡し実績（又は見込み） 

 

     

②①以外の実用化（製品化）へ向けたとりくみ（又は見込み） 

 

・自動車メーカ、機械メーカ（Ｈ社、Ｉ社等）から部品材料の表面改質について、サンプル加工等の

要求あり。参加担当企業の（株）アイテック等は対応を考えている。 

・産学官連携対応研究事業（福井県）「表面ナノ加工試作機の改良、実用化試験」への橋渡し準備を

行い、平成１８年度の採択を見込み、開発を進める計画である。（参加機関：（株）アイテック、（株）

松浦機械製作所、福井県工業技術センター） 

  

 

③企業化への展開事例 

 

   

④地域産業への貢献(見込み) 

 

・ナノ加工後固体潤滑膜を複合化した3Dレーザ改質材のナノ～マクロ領域に対応したトライボロジー

特性データを蓄積し、幅広い目的に対応した表面改質技術を確立する。委託加工事業を含むトライボ

ロジー制御加工が行える「実践型地域COE」の活用が図られるとともに、プラスチック、表面処理業

界からの新規産業の創出が期待できる。 
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[様式７] 

成果移転、企業化へ向けた研究成果の活用状況（見込み） 

 

サブテーマ名：高輝度光ビームによる薄膜形成技術に関する研究 

小テーマ名： 「レーザ応用表面改質装置および長寿命HIDランプの開発」 

サブテーマリーダー 福井工業高等専門学校 教授 太田泰雄 

 研究従事者   福井工業高等専門学校 教授 井上昭浩 

         福井大学 助教授 葛生伸 

         増永眼鏡 取締役 村田和男 

         増永眼鏡 社員 梅田達夫（H16退職） 

         ハリソン東芝ライティング㈱ 副部長 野口英彦 

         ㈱オーク製作所：芹澤和泉、西村強、小久保洋介、吉田雄介 

         福井県工業技術センター：部長 高岡清彦、研究員 真柄宏之 

特許：「発明の名称」「出願番号・出願日」 

１．「レーザアブレーションによる薄膜創生法」「特願 2002-353413・平成 14 年 12 月 5 日」 
２．「レーザアブレーションによる薄膜創生法およびその装置」「特願2003-59547・平成15年3月6日
」 

①技術移転諸事業への橋渡し実績（又は見込み） 

 

 

②①以外の実用化（製品化）へ向けたとりくみ（又は見込み） 

 

・窒化物については、レーザアブレーション法でのみ可能であるため、製膜・評価を継続中 

・開発したレーザアブレーション薄膜加工実験装置について、眼鏡メーカ（Ｍ社）が当装置を光学材

料の表面改質装置とて活用した新しいオプチカル製品の開発に着手している。 

③企業化への展開事例 

 

   

④地域産業への貢献(見込み) 

 

開発した装置を応用することで、眼鏡産業、表面処理産業への今まで不可能であった、内面処理

新製品開発のための新しい内面処理が出来る乾式メッキ方式として、光学表面の改質装置として活

用し、新しい光学素子の開発など地域産業のオプチカル新製品開発など期待できる。 
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 [様式７] 

成果移転、企業化へ向けた研究成果の活用状況（見込み） 

 

サブテーマ名：高輝度光ビームによる薄膜形成技術に関する研究 

  小テーマ名：有機金属原料およびⅤ族元素水素化物原料の光化学反応過程に関する研究 

サブテーマリーダー： 福井工業高等専門学校 教授 太田泰雄 

研究従事者：福井大学：教授 山本暠勇、教授 中川英之、助教授 橋本明弘 

福井高専：助教授 高山勝己、助教授 川本昂、助教授 山本幸男 

日華化学㈱ 部長 南保幸男 

㈱サーマルプリンタ研究所 代表取締役社長 岡本崇司 

シプロ化成㈱ 社員 高戸章暎 

特許：「発明の名称」「出願番号・出願日」 

１．「窒化インジウム薄膜及び窒化インジウム合金薄膜の製造方法とその装置」「特願2002-205288・

平成14年7月15日」 

２．「窒化酸化インジウム光触媒」「特願2005-50239・平成17年 2月25日」 

①技術移転諸事業への橋渡し見込み 

地域新生コンソーシアム研究開発事業「レーザ誘起光ＭＯＣＶＤ法による新光触媒材料と

応用製品の開発（予定テーマ名）」（平成１７、１８年度に準備、企画）に低温薄膜成長技術を橋渡し、

実用化を目指し、メルカプタンなどを効率よく脱臭する脱臭剤を開発し、老人ホーム用空気清浄機な

どへの応用展開を図る。 
   

 

     

②①以外の実用化（製品化）へ向けたとりくみ（又は見込み） 

 

・開発したレーザ誘起光ＭＯＣＶＤ装置について、化学メーカの日華化学（株）等が新光触媒材料

の製品化を進める見込み。 

・新光触媒材料ＩｎＮＯx等の応用展開として、ＴｉＯ2では分解が困難な分野の製品開発を企画し

ている。 

 

 

③企業化への展開事例 

 

   

④地域産業への貢献(見込み) 

 

  ・新型の低温薄膜成長装置を開発することにより、地元企業（化学、プラスチック業界）が、新し

い光触媒InNOxの生産など付加価値製品の開発が見込まれる。 
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（３）今後の展開 

今後、フェーズⅢの実用化ステージでの課題として、研究シーズと地域企業との橋渡し、試作・研究

開発から販路開拓に至るまでの支援を行うことになるが、本研究プロジェクトをはじめ産学官共同研究

事業の成果移転の中核として、地域産業の技術開発支援センター機能を持つ、県工業技術センター、ふ

くい産業支援センターや大学の地域共同研究センター等の、ものづくり試作開発機能・環境を連携し、

製品化、事業化に取り組む技術移転企業を支援する。本事業に参加した研究機関、大学、企業、そして

自治体、中核機関（事業総括、研究統括、新技術エージェントを含む）の成果とネットワークを活用し

て、成果展開の取り組みを進める。主な取り組みは以下のとおり。（図Ⅲ-４-５ 新技術、新産業創出

に関する研究成果の技術移転 参照） 

 

 

①工業技術センターの試作開発機能による製品化の促進 

  企業との共同研究を受け入れる「産学官連携対応研究事業（福井県）」により、研究成果を活用

した試作機開発等、工業技術センターの施設設備、人材を活かした、企業との共同研究を実施研

究成果を活用した試作機開発等を支援し、企業の製品化を促進する。 

また、当研究のコア研究室、実践的地域ＣＯＥの核となっている、工業技術センターのものづく 

り試作支援環境を開放して、移転企業のインセンティブの高揚を図りながら、研究成果の育成と 

製品化、実用化を促進する。 

   

  ②学官が連携した試作開発、人材育成機能による移転展開 

     福井大学地域共同研究センターは、研究成果の製品化と実践的技術者育成の育成を目指して現

在、研究成果を製品化前に市場評価のための、試作、試し売り、ビジネスプラン作成などを行う

「インキュベーション・ラボ・ファクトリ」を立ち上げている。中核機関のふくい産業支援セン

ターは、福井大学と大学発ベンチャーの創業促進に向け、連携を強化す協定を締結している。こ

れらのことから、先ず、福井大学地域共同研究センターの「インキュベーション・ラボ・ファク

トリ」と連携して、「本研究プロジェクト」や「都市エリア産学官連携促進事業」の研究成果の製

品化を進め、技術移転を図る。 

  

   ③ふくい最先端技術メッカづくり計画（新たな産業クラスター形成をめざして）および国の産業ク

ラスター計画等との連携 

     現在までに、経済産業省の地域新生コンソーシアム研究開発事業等に５件が採択される等、積

極的な他省庁事業への成果の橋渡しにより、かなりの製品化・事業化か図られた。今後は、これ

に加えて、福井県の「最先端技術のメッカづくり計画」で進められている「レーザ高度利用技術

研究会」、「先端マテリアル創成・加工技術研究会」（福井県産力戦略本部、ふくい未来創造技術ネ

ットワーク推進事業）に、研究成果を展開して競争力のある実用化研究プロジェクトを育成、国

の省庁連携型事業に提案する。 

 

④地域結集型共同研究成果普及事業 

ふくい産業支援センターは、今後得られる第Ⅲフェーズの研究成果について、地域結集型共同

研究成果普及事業として、新技術セミナーの開催、ふくい産業支援センターのホームページな

どにより、技術情報の提供を図り技術移転を継続的に行う体制を維持する。また、産学官連携

コーディネータを配置し、当事業から生まれた研究成果と企業ニーズのマッチングを図り事業

化の推進を図る。 
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       図Ⅲ-４-５ 新技術、新産業創出に関する研究成果の技術移転 
 

 

（４）その他 

福井県においては、製品化と技術移転のスタンスをフェーズⅠからⅡで、地域産業の持つ強み、

地域産業のコア技術との融合、複合化に置いて、実用化が視野に入る研究開発と成果の展開を行っ

てきた。常に市場ニーズを捉え、「情報とスピード、自分たちでしか出来ないことをやる」をキー

ワードとして、かなりの実用化に近い成果をあげることが出来たと考えている。「市場ニーズを研

究現場へＦ．Ｂ．」や「市場ニーズの変化への対応」と言う、経済産業省的事業推進の色合いも要

求され、出来たものから、近畿経済産業局圏内の地域新生コンソーシアム研究開発事業等への橋渡

しを行い、地域産業の機械金属、表面処理、繊維加工、化学関連企業の、実用化のステージでの技

術開発事業が展開された。フェーズⅢからは、本事業にサテライト研究室として参加した東海地区、

大阪、京都地域の研究者とのネットワークを活かして、近畿・中部圏をはじめとして全国規模の研

究シーズと企業ニーズのマッチングや、自動車関連、情報機器関連等への提案を行い、より多くの

分野への応用や製品化について展開を図る。 

「フォトン加工技術」開発を行って見えてきた、従来の技術では出来なかった、微細なモデリン

グや光ビーム加工、表面ナノ加工、超小型マイクロチップレーザ等は開発途上であるが、各々産業

ニーズとして大きな注目と期待があることから、フェーズⅢでは、各々必要な段階の研究開発、技

術開発、製品開発を大学、研究機関、民間企業が得意技を発揮して行っていく、このことを企画し

実施できるようにするのが中核機関の役割りとなる。 

 

 
 

 
 

 
 


